
様式２－１－３

１.年度別の計画及び取組状況

年度別の事業計画（上欄︓研究科等の設置等及びその準備（設置認可申請等）、下欄︓教育環境の整備（施設整備、教員採⽤等）、教育活動の充実等の取組）と取組状況及び⾃⼰評価を記載してください。

当初計画から変更⼜は追加した取組がある場合は「取組状況」に取組を⾚字で記載してください。また、計画変更申請をした場合は「取組状況」に承認⽇を⾚字で記載してください。

計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、⾃⼰評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。
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令和14年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④ 10月 プログラム卒業生の就業状況等に関する企業アンケート調査を実施

⑤ ３月 プログラム受講生に対するアンケート及びプログラム４期卒業生アンケート調査を実施

⑥  ３⽉ 本取組終了後の⾼度情報教育センターの新体制発⾜

令和13年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ 助成期間終了後のための⾼度情報教育センター運営及び情報教育の充実に向けた検討

⑤ 10月 プログラム卒業生の就業状況等に関する企業アンケート調査を実施

⑥ ３月 プログラム受講生に対するアンケート及びプログラム３期卒業生アンケート調査を実施

令和12年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ 助成期間終了後のための⾼度情報教育センター運営及び情報教育の充実に向けた検討

⑤ 10月 プログラム卒業生の就業状況等に関する企業アンケート調査を実施

⑥ ３月 プログラム受講生に対するアンケート及びプログラム２期卒業生アンケート調査を実施

令和11年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ 企業の⾼度情報専⾨⼈材に対する求⼈状況の調査

⑤ ３月 プログラム受講生に対するアンケート及びプログラム１期卒業生アンケート調査を実施

⑥ ３月 志願状況、入学後のコース・プログラム選択等の分析

令和10年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ 企業の⾼度情報専⾨⼈材に対する求⼈状況の調査

⑤  ３⽉ 情報系プログラムの実施状況・達成度の分析

⑥ ３月 志願状況、入学後のコース・プログラム選択等の分析

令和9年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ 情報系プログラムの成績・受講状況・達成度について分析

⑤ ３月 志願状況、入学後のコース・プログラム選択等の分析

⑥  ３⽉ 本取組の5年間を総括する

令和8年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センターを利⽤した情報教育、卒業研究・特別研究の実施

② ４月 企業技術者による実験・実習の実施

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④  ４⽉ サイバーフィジカルシステム、リモートセンシングシステムの利⽤開始

⑤  ４⽉ 数理・データサイエンス・AI教育プログラム応⽤基礎レベルの認定申請予定

⑥  ３⽉ 情報系プログラムの成績・受講状況・達成度について分析

令和7年度

４月 情報系プログラム設置 入学定員74名（創造技術工学科機械コース知能システムプログラム 18名、創造技術工学科

電気コース光情報プログラム 18名、創造技術工学科情報コース 38名）設置予定 リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センター棟着⼯（2⽉竣⼯予定）

② ４月 情報系プログラムの開始

③ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

④ ４月 企業技術者による実験・実習の実施

⑤  ３⽉ アクティブラーニングシステム演習室（⾼度情報教育センター）の利⽤開始

⑥ ３月 プログラム1期生の成績等の分析及び生活全般に関するアンケート調査を実施

令和6年度

【申請時点の入学定員】 創造技術工学科情報コース38名
リストから選択してください。

①  ４⽉ ⾼度情報教育センター棟の設計開始・⼯事⼊札

② ４月 情報系プログラムの広報活動を実施

③  ４⽉ 情報系プログラムの教員公募の実施（令和7年4⽉着任）

④  ４⽉ 在校⽣のための⾼度情報教育を実施（情報教育担当教員2名採⽤）

⑤ ４月 小中学生向け公開講座、出前授業等の実施

⑥  ４⽉ ⾼度情報教育のためのカリキュラムの検討（企業技術者と連携して実施）

事業期間 事業計画 取組状況 ⾃⼰評価、課題（理由）とその対応

令和5年度

【申請時点の入学定員】 創造技術工学科情報コース38名 【情報系組織の入学定員】創造技術工学科情報コース38名
【３】計画を十分に実施している。

事業計画⑤について、令和6年4⽉1⽇付着任予定で事務補佐員の公募を実施し、採⽤者が決定していたところ、辞退者が

でたため再公募を実施し、令和6年5⽉1⽇付で着任した。

ただし、常勤職員が業務を代⾏したため、本事業の実施に問題はない。

①  ８⽉ 情報系プログラムの教学マネジメント及び⼊学試験の検討開始（令和6年3⽉まで）

②  ８⽉ 情報系プログラムの検討開始（令和6年3⽉まで）

③  ８⽉ ⾼度情報教育センター建設のための建物取得に関する調査及び検討開始（令和6年3⽉まで）

④  ８⽉ ⾼度情報教育センターにおける組織及び施設設備の検討開始（令和6年3⽉まで）

⑤ 10⽉ ⾼度情報教育のための情報系分野の教員・事務補佐員公募の実施（令和6年4⽉着任）

⑥ 10⽉ 情報系プログラムのための教材作成の検討開始（令和6年3⽉まで）

①8月から情報系プログラムの内容について企業側の視点を取り入れた教学マネジメントを地元企業（株式会社レーザーシステ

ム、日亜化学工業（株）等）と連携して企業ニーズに則したカリキュラムを検討した、8月から入学試験について検討を重ねた

結果、令和7年度⼊学試験はこれまでの枠組みの中で実施することにした（令和8年度以降について検討中）

②8月から9月にかけて建設コース・化学コースの情報系プログラムの人数と名称を決定、8月から各情報系プログラムのカリキュラ

ムについて検討を開始

③8⽉から建物取得に関する調査を開始し、校内候補地4箇所を選定、12⽉から1⽉にかけて施設設備委員会にて⾼度情報

教育センター建設予定地を決定し、2月から設計調査シートの作成を開始

④8⽉から⾼度情報教育センターに関する組織、規則等を検討を⾏い、12⽉に⾼度情報教育センター規則、⾼度情報教育セ

ンター委員会規則を策定、1⽉に関連する規則改正を各委員会で審議、令和6年4⽉1⽇付で⾼度情報教育センター、⾼度

情報教育センター委員会を設⽴

⑤10⽉情報系分野の教員2名の公募を実施、11⽉末応募なしのため再公募を実施、令和6年1⽉に2名の採⽤⾯接を実

施、令和6年4⽉1⽇付で着任、1⽉事務補佐員の2名公募を実施、1名は2⽉に再公募を実施し3⽉に2名採⽤、3⽉1名辞

退のため再公募を実施、令和6年5⽉1⽇付で着任

⑥10月から情報系プログラムのための教材作成を開始、2月からさくらインターネット株式会社と連携して検討を開始

阿南⾼専における⾼度情報専⾨技術者育成事業
学校種 高等専門学校 都道府県 徳島県

高等専門学校名 阿南工業高等専門学校 設置区分 国⽴
事業計画名

⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（⽀援２︓高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【高等専門学校】実施状況報告書

選定年度 令和5年度 学校コード G136110110300 改組内容 学科・コース等の設置・増員（高専）



２.申請資格の確認

該当しない場合は、チェックしてください。

ⅰ） 学生募集停止中の高専

■ チェック

ⅱ） 学校教育法第123条で準⽤する第109条の規定に基づき⽂部科学⼤⾂の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている⾼専

■ チェック

ⅲ） 「私⽴⼤学等経常費補助⾦」において、定員の充⾜状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付⼜は減額の措置を受けた⾼専

■ チェック

ⅳ） 設置計画履⾏状況等調査において、「指摘事項（法令違反）」が付されている⾼専

■ チェック

ⅴ） 大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準第２条第１号又は第２号のいずれかに該当する者が設置する高専

■ チェック

３.申請要件の取組状況

令和5年度 の取組が当初の計画通りに進んでいる、⼜はチェック項⽬に該当する場合はチェックしてください。計画通りに進んでいない、⼜はチェック項⽬に該当しない場合は右欄に課題（理由）とその対応を記載してください。

①

■ チェック

□ チェック

②

■ チェック

③

■ チェック

④

■ チェック

⑤

■ チェック

⑥

■ チェック

⑦

■ チェック

⑧

■ チェック

⑨

■ チェック

⑩

■ チェック

⑪

■ チェック

計画通りに進んでいる

国⽴⾼等専⾨学校について、学校全体の収容定員の増員を伴う学科定員の増員を⾏う場合は、定員

増を⾏った⽇から10年を経過した⽇までに、他学科・他コース等を中⼼に同規模の定員減を⾏う計画であ

ること。

教員の確保・配置状況等を踏まえた実現可能性の高い計画になっていること。

計画通りに進んでいる

計画通りに進んでいる、又は対象に該当しない

計画の対象となる学科・コース等の設置等において、20名以上の⼊学定員の増員を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

機構による事業計画の選定があった⽇から２年を経過する⽇を含む年度の末⽇までに、計画の対象となる

学科・コース等の設置等を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

社会において具体的な⼈材ニーズが現に存在する、⼜は、その⼗分な⾒通しのある分野に係る学科・コー

ス等の設置等の取組であること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうち情報系分野に係る学科・コース等の設置・増員（学科の定員の増員を伴わないもの

を含む。以下「学科・コース等の設置等」という。）を⾏う計画であり、学位種類分野変更基準に定める⼯

学関係の学位の分野に係るものであること。なお、コース等の設置・増員による体制強化の場合は、学則に

おいて、コース等の募集人員数を明記する計画であること。

計画通りに進んでいる

計画の対象となる学科・コース等において、実務経験のある教員等による授業科目を配置する計画となっ

ていること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうちデジタル分野の⼈材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環

境の整備を図る計画となっていること。

計画通りに進んでいる

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修目標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び高等

専⾨学校での学修に必要な資質・能⼒等を評価する⼊学者選抜が適切に実施され、そのための体制を

構築する計画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活用するなど出口における質保証

にも⼗分留意することが重要。）

確認を受けている

対象に該当しない

志願者数の状況や⼊学定員及び収容定員充⾜率等を踏まえた⼗分な学⽣確保の⾒通しを備えた計画

となっていること。

計画通りに進んでいる

⾼等教育の修学⽀援新制度において、⼤学等における修学の⽀援に関する法律に基づき、財務状況や

収容定員充⾜率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた⾼等専⾨学校であること。な

お、新設予定の⾼等専⾨学校で、応募時点において、⾼等教育の修学⽀援新制度における要件確認の

対象に該当しないものは、本要件は適用されない。

阿南工業高等専門学校

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

該当無し

フォローアップ対象年度 令和5年度 高等専門学校名



阿南工業高等専門学校フォローアップ対象年度 令和5年度 高等専門学校名

⑫

■ チェック

□ チェック

４.審査要項における確認項目の計画及び取組状況

令和5年度 の取組実績及び申請時の計画を記載してください。取組実績は会社名や⼤学名、定量的なデータ等を⽰し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。

計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

① 地域において⾃治体や企業等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

② 初等中等教育段階の学校との連携に関する取組を⾏う計画となっているか。

③ ⼥⼦学⽣、社会⼈学⽣、留学⽣等の確保に向けた特⾊ある取組を⾏う計画となっているか。

④ 他の⼤学（外国⼤学を含む。）・⾼等専⾨学校等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

⑦ ⽂部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度について、申請要件である「リテラシーレベル」に係る要件を満たすのみならず、更に「応⽤基礎レベル」の認定を受けている、⼜は「応⽤基礎レベル」の認定を受ける計画があるか。

令和３年度に「リテラシーレベル」の認定を受けている。「応⽤基礎レベル」は、調書作成時点で令和９年

度に申請予定であるが、本取組が採択された場合は、令和８年度認定に前倒しして申請する。すでに、2

年次カリキュラムに、線形代数、微分積分、確率統計、情報リテラシー１、データエンジニアリング、データサ

イエンス、AI応⽤の科⽬を配置している。令和６年度３年次に、線形代数、微分積分に加え、情報リテラ

シー２（アルゴリズム、データ表現）、プログラミング演習の情報系科⽬を追加、令和７年度4年次に確率

統計、データサイエンス、データエンジニアリング、AI応⽤の科⽬を実施することで、令和７年度末に「応⽤

基礎レベル」の認定要件を満たす。情報リテラシー２、プログラミング演習、データサイエンスについて、共通

科目として開講し、データエンジニアリング、AI応用については、各コースで実施する。「応用基礎レベル」に

対応する科⽬は、情報系以外の科⽬との並列開講をせず、全学⽣が受講可能な科⽬として開講する。

令和6年度⼊学⽣の専⾨共通科⽬として、情報リテラシー２、プログラミング演習を2年⽣科⽬に追加、データサイエンス

を3年⽣、データエンジニアリング、AI応⽤を4年⽣科⽬に変更した（データサイエンス、データエンジニアリング、AI応⽤の

3科⽬は令和4年度⼊学⽣から追加した科⽬）。情報コースの学⽣については、令和6年度データサイエンス、令和7年

度データエンジニアリング、AI応⽤の科⽬を実施。

情報リテラシー１、情報リテラシー２、プログラミング演習、データサイエンス、データエンジニアリング、AI応用科目について

全学⽣が受講可能な科⽬として、教育課程表の変更⼿続きを⾏った。

徳島県における理系⾼等教育機関に企業を加えた情報⼈材育成連携協議を令和５年１⽉から実施

し、徳島大学、神山まるごと高専との連携を強化している。徳島大学とは、単位互換や共同研究に関して

連携実績があるため、今後もこの連携を強化しつつ、卒業研究論⽂の新たな指導体制を構築する。神⼭

まるごと⾼専とは、学⽣同⼠の交流から開始し、スタートアップに向けた共同教育などで連携する。阿南⾼

専、徳島大学、神山まるごと高専の学生が共同で起業できるような学生間の連携を図る。全国の高等教

育機関から⾼度情報分野の専⾨家を講師として招き、短期間での教育体制の構築を図る。本取組で実

施する科目を高専間単位互換に提供することで、全国の高専生が受講できることになる。本取組の内容を

全国の⾼専に情報発信し、⾼度情報教育センターを活⽤した情報教育を希望する⾼専と共同で実施す

る。本校は、オスナブリュック応⽤科学⼤学（ドイツ）など15校の海外⼤学・教育機関と教育研究交流に

関する協定を締結している。⻑期留学⽣や短期留学⽣を受け⼊れるだけでなく、本校学⽣のインターン

シップとしての短期留学なども実施しており、本取組においても連携を促進する。

産学官⾦連携（阿南⾼専、徳島⼤学、神⼭まるごと⾼専、⽇亜化学⼯業（株）、（株）レーザーシステム、徳島⼤

正銀⾏、阿波銀⾏）による徳島理⼯系⼈材育成連携会を定期開催（令和５年度３０回開催）した。

徳島⼤学との単位互換、共同研究の連携は継続、卒業研究論⽂の指導体制について検討を開始した。令和6年度

電気コース5年⽣2名が卒業研究を徳島⼤学と連携して実施することになった。

神⼭まるごと⾼専は令和5年度は1年⽣のみのため、令和6年以降、学⽣の交流イベント等を検討している。

⾼度情報分野の専⾨家として特命教員２名を採⽤した。本取組の事業概要について、ホームページで公開、また、令

和5年度に採択された⽯川⾼専と情報交換し、連携について検討している。

令和6年度採⽤した特命教員の講義を令和7年度から全国の⾼専⽣が受講できる科⽬に登録する予定で内容を検討

する。

海外機関との連携について、継続的に実施しており、令和7年度以降の情報系プログラムでの留学⽣受け⼊れ体制につ

いて検討を開始した。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

本取組では、地元企業との緊密な協⼒が最⼤の特⾊である。そのため、⼥⼦中学⽣に対して、⼥性技術

者へのインタビューやロールモデルの設定を通して将来像をわかりやすく伝える。さらに、先輩となる⼥⼦学⽣

との定期的な交流会を実施することで、⼊学後のイメージを具体化できるようにする。特に、光と情報を組

み合わせたプログラムやサイバーフィジカルシステム・リモートセンシングシステムを活用した教育は、先進的か

つ特徴的と同時に、⼥⼦学⽣が取り組みやすいテーマであることを全国に向けて発信する。新設する⾼度

情報教育センターには、明るく広いパウダールームや⼥⼦学⽣専⽤の交流室を設けるなど、⼥性の視点に

合わせた施設整備を⾏う。阿南⾼専では、寮の改修が計画的に進められており、令和５年度に留学⽣と

ともに⽣活する混住型学⽣寮を新設する。留学⽣について、3年次編⼊以外に、昨年度から1年⽣の受け

⼊れを開始し、⽇本語教育や学習⽀援など早期に留学⽣を受け⼊れる体制を整えている。⾼度情報教

育センターを活用し、地域企業のDX推進を目的とする社会人向け公開講座を設け、企業が必要とするリ

スキリングを⽀援するとともに、社会⼈学⽣となる科⽬等履修⽣及び聴講⽣受⼊れに繋げる。

⽇亜化学⼯業（株）の⼥性技術者、徳島⼤学の⼥⼦学⽣・⼥性研究者との交流会を計画し、令和6年7⽉を予定

し⽇程調整している。定期的な交流会の開催を計画している。

⽇亜化学⼯業（株）、（株）レーザーシステムの⼥性技術者のインタビューやロールモデルの設定を⾏うため、インタ

ビュー内容などについて検討した。令和6年度中にインタビューを実施予定である。

新設する⾼度情報教育センターの設計前ヒアリングを開始し、⾼度情報教育センターのコンセプト、⼥性の視点に合わせ

た施設ということから、⼥⼦学⽣にアンケートを実施し、施設整備の参考資料を収集した。

令和6年3⽉、混住型学⽣寮（明正寮4号館）が完成した。

令和6年度発⾜する⾼度情報教育センターにおいて、社会⼈向けの公開講座などについて検討を開始した。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

現在、阿南市内小学校５校に対して出前授業を提供している。また、阿南市内の小中学校の教員を対

象にプログラミング教育研修会、小学校教員向けの情報教育研修会、中学校向けの出前授業、小中学

⽣向けの公開講座や体験イベントなどを⾏っている。また、⾼専機構の「理⼯系⼈材の早期発掘とダイバー

シティ型STEAM教育強化」を通して、県内の⾃治体と協⼒してオンラインコンテンツの配信を進めている。さ

らに、徳島県の「とくしま科学技術アカデミーSociety5.0体感事業」を通じて小中学生向けの講座を開設

している。本取組では、⾼度情報教育センターを設⽴し、⽀援対象となる⼩中学校を拡げ、定期的に公

開講座を開催し、小中学校における情報教育に関する相談に応じる体制を整える。全国の小中学生を対

象とするサマーキャンプを地元企業と連携して実施する。このキャンプでは、情報系プログラムの体験入学や

企業⾒学などを実施する。さらに、⾼度情報教育センターでのサイバーフィジカルシステムやリモートセンシン

グシステムの体験会を⾏う。また、阿南⾼専学⽣との交流の場として、⾼専⽣による⼩中学⽣向けの夏休

み自由研究支援などを実施する。

阿南市内小学校５校に対して出前授業を提供している。また、阿南市内の小中学校の教員を対象にプログラミング教

育研修会（8月22日 初級コース・中級コース）、小学生向けプログラミング体験講座（8月19日、11月4日）、中

学生向けプログラミング初級体験講座（8月19日）を実施した。

「阿南⾼専×STEAM 夏休み最後のものづくり体験イベント」（8⽉23⽇〜25⽇、メタバースでSTEAM教育体験、

Lego体験、microbit体験など）をイオンモール徳島で開催した。

徳島県の「とくしま科学技術アカデミーSociety5.0体感事業」として、とくしま科学技術アカデミー（ミライKOSENラボ）

を10月21日、10月29日、11月18日、12月2日に開催した。

令和6年度から⾼度情報教育センターを発⾜するため、規則等を整備し、体制を整えた。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

課題（理由）とその対応

阿南高専ではこれまで地元企業と連携して、寄附講座（日亜化学工業㈱）、LED関連技術者養成講

座、共同研究などを⾏ってきた。連携の中で、多くの企業が専⾨技術と情報技術を兼ね備えた⼈材を求め

ていることを確認している。本取組では、地元企業、徳島大学、神山まるごと高専との情報人材育成連携

協議会を定期的に開催し、地元の⾦融機関も含めた産学官⾦連携体制を整えている。企業との連携で

は、専⾨技術者の講師派遣、実践的な研究課題の提供、機器の提供、モノづくり現場の体験を⾏う⼯場

視察、企業で使うツールの実践的習得となる共通プラットフォームの導入などを実施する。また、企業と連携

した教学マネジメントのもと、特命准教授、専任教員と企業から派遣される非常勤講師が連携して企業が

求める⼈材を育成するカリキュラムを整備するとともに、3者の連携によって学校全体の情報教育を管理す

る体制を整える。情報系プログラム卒業生の就業状況等について調査するために企業アンケートを実施す

る。徳島県、阿南市、小松島市、牟岐町と連携協定等を締結していることから、情報教育に関する小中

学校向けの出前授業や教員向けの情報教育研修などについて、今後も連携を一層強化する。

産学官⾦連携（阿南⾼専、徳島⼤学、神⼭まるごと⾼専、⽇亜化学⼯業（株）、（株）レーザーシステム、徳島⼤

正銀⾏、阿波銀⾏）による徳島理⼯系⼈材育成連携会を定期開催（令和５年度３０回開催）した。

企業との連携では専門技術者の講師派遣などについて検討した。さらに、企業技術者を講師として招聘し、教学マネジ

メントとして情報系プログラムの内容について検討した。情報教育に関する小中学校向け出前授業（プログラミング授

業）や公開講座（プログラミング実習）、小中学校教員向け情報教育研修（micro:bitを用いたプログラミング実習

初級コース、中級コース）を開催した。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

⽂部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「リテラシーレベル」の

認定を受けていること。

認定を受けている

認定を受ける計画が進んでいる

申請時の計画 取組実績、進捗状況



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

１.本事業対象となる情報系組織の状況

＜合計＞

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍

状況
入学者数等 入学定員（A） 人 38 38 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

入学者数（B） 人 38 38 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 人 8 9 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

社会人学生数 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 人 1 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.00 1.00 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 190 190 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

編入学定員 人 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

在籍者数(D) 人 190 189 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

編入学者数 人 4 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.00 0.99 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

卒業後の状況 卒業者数 卒業者数 人 36 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

就職者数 人 22 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

進学者数 人 13 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

その他 人 1 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

進路不明 人 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

教員の状況
実務経験のある教

員の参画
教員数 人 4 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

授業科目の単位数 単位 7 7 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

改組内容



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

本事業対象となる研究科等の個数 3

１.本事業対象となる情報系組織の状況

＜内訳＞

(1) 改組組織名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

改組状況 選定 届出

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍状況 入学者数等 入学定員（A） 人 38 38

入学者数（B） 人 38 38

      ⼥⼦学⽣数 人 8 9

社会人学生数 人 0 0

      留学⽣数 人 1 0

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.00 1.00 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 190 190

編入学定員 人 0 0

在籍者数(D) 人 190 189

編入学者数 人 4 3

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.00 0.99 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

卒業後の状況 卒業者数 卒業者数 人 36 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

就職者数 人 22

進学者数 人 13

その他 人 1

進路不明 人 0

教員の状況
実務経験のある教員

の参画
教員数 人 4 4

授業科目の単位数 単位 7 7

改組内容

創造技術⼯学科情報コース（平成26年度設置）



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校

(2) 改組組織名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

改組状況 選定 届出

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍状況 入学者数等 入学定員（A） 人 *** ***

入学者数（B） 人 *** ***

      ⼥⼦学⽣数 人 *** ***

社会人学生数 人 *** ***

      留学⽣数 人 *** ***

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 *** ***

編入学定員 人 *** ***

在籍者数(D) 人 *** ***

編入学者数 人 *** ***

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

卒業後の状況 卒業者数 卒業者数 人 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

就職者数 人 ***

進学者数 人 ***

その他 人 ***

進路不明 人 ***

教員の状況
実務経験のある教員

の参画
教員数 人 *** ***

授業科目の単位数 単位 *** ***

創造技術工学科機械コース知能システムプログラム



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校

(3) 改組組織名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

改組状況 選定 届出

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍状況 入学者数等 入学定員（A） 人 *** ***

入学者数（B） 人 *** ***

      ⼥⼦学⽣数 人 *** ***

社会人学生数 人 *** ***

      留学⽣数 人 *** ***

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 *** ***

編入学定員 人 *** ***

在籍者数(D) 人 *** ***

編入学者数 人 *** ***

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

卒業後の状況 卒業者数 卒業者数 人 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

就職者数 人 ***

進学者数 人 ***

その他 人 ***

進路不明 人 ***

教員の状況
実務経験のある教員

の参画
教員数 人 *** ***

授業科目の単位数 単位 *** ***

創造技術工学科電気コース光情報プログラム



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）

２.情報系組織の状況

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍状況 入学者数等 入学定員（A） 人 38 38

入学者数（B） 人 38 38

      ⼥⼦学⽣数 人 8 9

社会人学生数 人 0 0

      留学⽣数 人 1 0

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.00 1.00 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 190 190

編入学定員 人 0 0

在籍者数(D) 人 190 189

編入学者数 人 4 3

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.00 0.99 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

卒業後の状況 卒業者数 卒業者数 人 36 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

就職者数 人 22

進学者数 人 13

その他 人 1

進路不明 人 0

教員の状況
実務経験のある教員

の参画
教員数 人 4 4

授業科目の単位数 単位 7 7

３.高等専門学校全体の状況

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

大区分 小区分 項目 単位

学生の入学・在籍状況 入学者合計 入学定員（A） 人 160 160

入学者数（B） 人 162 160

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.01 1.00 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

収容定員等 収容定員(C) 人 800 800

編入学定員 人 0 0

在籍者数(D) 人 805 806

編入学者数 人 9 9

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.01 1.01 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

改組内容



高等専門学校名 阿南工業高等専門学校 学科・コース等の設置・増員（高専）改組内容

４.外部資⾦の状況（全学）

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

項目 単位

外部資⾦獲得額 千円 211,271 ***

特記事項

阿南高専の創造技術工学科の学生定員160名は変更せず、高度情報専門分野のプログラムをコース内に令和７年４⽉に設置する。

高度情報専門人材として、現在の情報コースの１コース38名に加え、機械コース（定員36名）内に知能システムプログラム18名、電気コース（定員36名）内に光情報プログラム18名、計36名を増員する。

⼊学してから１年間所属の学科を定めないため、定めのない期間は⼊学定員を⼊学者数とみなし、２.情報系組織の状況 学⽣の⼊学・在籍状況の⼊学者数を回答している。

⼊学してから１年間所属の学科を定めないため、定めのない期間は⼊学定員を在籍者数とみなし、２.情報系組織の状況 学⽣の⼊学・在籍状況の在籍者数を回答している。

２.情報系組織の状況 学⽣の⼊学・在籍状況の収容定員等の編⼊学定員0⼈とは、若⼲名を意味している。

３.⾼等専⾨学校全体の状況 学⽣の⼊学・在籍状況の収容定員等の編⼊学定員0⼈とは、若⼲名を意味している。


